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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘモグロビンを有する被検体に照射され、可視の波長帯域のうち赤色の帯域における前
記ヘモグロビンの吸光特性上で極大値を含む波長から極小値を含む波長間に狭帯域の分光
特性を有する第１の波長帯域の光と、前記第１の波長帯域の光よりも前記被検体における
散乱特性及び前記ヘモグロビンの吸収特性が低く、かつ前記第１の波長帯域の光よりも長
波長の波長帯域を有する第２の波長帯域の光とを発生する光源部と、
　前記光源部からの光が照射された前記被検体からの光を受光し撮像信号を生成する撮像
部と、
　前記撮像部において前記第１の波長帯域の光が照射された前記被検体からの光を受光し
て生成された第１の撮像信号と、前記第２の波長帯域の光が照射された前記被検体からの
光を受光して生成された第２の撮像信号とから前記被検体の観察画像を生成する画像生成
部と、
　前記第１の波長帯域における前記光源部から前記撮像部に至る第１の分光積が、前記第
２の波長帯域における前記光源部から前記撮像部に至る第２の分光積の５０％～１５０％
以内となる条件に収まるように前記光源部から前記撮像部にいたる前記第１の波長帯域の
光及び前記第２の波長帯域の光のうち少なくとも一方の分光積を制御する制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の波長帯域の光及び前記第２の波長帯域の光のうち少なくとも



(2) JP 5974204 B1 2016.8.23

10

20

30

40

50

一方の発光強度を制御することにより、前記条件を満たすように前記第１の波長帯域の光
及び前記第２の波長帯域の光のうち少なくとも一方の分光積を制御することを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記第２の波長帯域の光は、前記第１の波長帯域の光よりも広帯域な光であり、かつ前
記赤色もしくは近赤外の帯域の光であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記光源部は、更に前記第１の波長帯域の光よりも短波長側の可視の波長帯域を有する
第３の波長帯域の光を発生し、
　前記画像生成部は、前記第１の撮像信号と、前記第２の撮像信号と、前記撮像部におい
て前記第３の波長帯域の光が照射された前記被検体からの光を受光して生成された第３の
撮像信号とから前記被検体の観察画像を生成し、
　前記制御部は、更に前記第1の分光積Ａ１及び前記第２の分光積Ａ２及び前記第３の波
長帯域における前記光源部から前記撮像部に至る第３の分光積Ａ３が以下の第２の条件
　１／Ａ３≦１／Ａ２
を満たすように前記光源部から前記撮像部に至る前記第１の波長帯域の光、前記第２の波
長帯域の光、及び前記第３の波長帯域の光における少なくとも1つの分光積を制御するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記内視鏡装置は、撮像感度がそれぞれ異なる第１及び第２の撮像素子により形成され
た前記撮像部としての第１及び第２の撮像部をそれぞれ備えた第１及び第２の内視鏡と、
　前記第１又は前記第２の内視鏡が着脱自在に接続され、前記第１の波長帯域の光を発生
する第１の発光素子及び前記第２の波長帯域の光を発生する第２の発光素子を内蔵した光
源部を内蔵した光源装置と、を備え、
　前記制御部は、前記光源装置に接続された前記第１又は前記第２の内視鏡に搭載された
前記第１又は前記第２の撮像部の前記撮像感度の特性を、前記撮像感度の特性を格納した
情報格納部から読み出し、更に前記第１の発光素子及び前記第２の発光素子の発光特性の
情報を参照して、前記第１及び前記第２の分光積を算出する分光積算出部を備えることを
特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　更に、前記撮像部の撮像感度又は前記第１及び第２の波長帯域の光を導光するライトガ
イドの分光透過率が異なる複数の内視鏡と、前記第１及び第２の波長帯域の光を発生する
発光特性を有する光源部と、におけるそれぞれの波長に対する分光特性の情報をデータベ
ースとして格納するデータベース装置を有し、
　前記制御部は、前記第１及び第２の波長帯域の光を用いて所定の内視鏡検査を行う場合
、前記データベースを参照して、前記条件を満たす内視鏡を選択する処理を行うことを特
徴とする請求項５に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　更に、前記撮像部の撮像感度又は前記第１及び第２の波長帯域の光を導光するライトガ
イドの分光透過率が異なる複数の内視鏡と、前記第１及び第２の波長帯域の光をそれぞれ
発生する前記第１及び前記第２の発光素子の発光特性が異なる光源部をそれぞれ内蔵した
複数の光源装置と、におけるそれぞれの分光特性の情報をデータベースとして格納するデ
ータベース装置を有し、
　前記制御部は、前記第１及び第２の波長帯域の光を用いて所定の内視鏡検査を行う場合
、前記データベースを参照して、前記条件を満たす組み合わせの内視鏡と光源装置とを選
択することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の波長帯域の照明光を用いて撮像を行う内視鏡装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野等において被検体内を検査する内視鏡が広く用いられるようになってい
る。また、複数の波長帯域の狭帯域の照明光を用いて、生体組織の表層付近の血管の走行
状態等を撮像して内視鏡検査（又は診断）する場合がある。 
　生体組織の表層付近の血管を撮像して画像を生成する場合、例えば表層付近における深
部血管に吸収されやすい６００ｎｍの波長の光や、この６００ｎｍの波長の光に対して、
深部血管に吸収されにくいリファレンス光となる６３０ｎｍの波長の光等、複数の波長帯
域の光を用いて深部血管を強調した画像を生成することが行われる。 
　このような画像を生成する場合、可視長波長～近赤外域においては、レンズの透過率や
撮像の感度が低下するためリファレンス光とした場合、十分な明るさの画像を取得するこ
とが困難である。また、各波長の光のバランスを調整しカラーバランスを適切に設定する
必要があるが、これまで明確に規定されていない。
【０００３】
　例えば、第１の従来例としての日本国特開２００９－１３５９０７６号公報は、被写体
への光の深達度に応じた望ましい色成分が精細な画像を提供することができる撮像デバイ
スを提供するために、第１～第３の波長領域（650nm,450nm,540nm）の光を発する光照射
部、第１～第３の波長領域にそれぞれ感度を有する第１～第３受光素子、各受光素子の分
光感度、被写体の分光反射率、および発光部が被写体に照射する光の分光強度を乗じた値
を波長領域に渡って積分した値を各受光素子の相対受光強度として算出し、相対受光強度
が第１の受光素子：第２の受光素子：第３の受光素子において２：１：１となるため、第
１の受光素子の数：第２の受光素子の数：第３の受光素子の数が２：２：１となるように
撮像デバイスに受光素子を配列することを開示している。 
　また、第２の従来例としての日本国特許第５４０４９６８号公報は、薬剤投与という煩
雑な作業をすることなく、かつ粘膜深部の血管を明瞭にかつ適切な明るさで表示可能な内
視鏡装置を提供するために、６００ｎｍの波長付近の表帯域光と、６３０ｎｍの波長付近
の狭帯域光を照射すること、各狭帯域信号に対して、調光制御パラメータを乗算し、６０
０ｎｍの波長付近の表帯域信号に対しては、最も大きな重みである０．６を付けることを
開示している。
【０００４】
　しかしながら、第１及び第２の従来例とも、光源部により複数の異なる波長帯域の光を
発生し、光学系を用いて各波長帯域を被検体に照射し、被検体に照射された各波長帯域の
光を撮像素子により撮像した場合における光源部の光の発生から撮像素子による撮像に至
る光学性能となる総合的な分光積を適切に設定することを開示していない。 
　より具体的には、第１の波長帯域の光により撮像する場合、照明光としての第１の波長
帯域の光を発生する光源系から、照明光を伝送して被検体に照射する照明光の伝送系と／
被検体から撮像素子に撮像光を伝送する伝送系と、さらに撮像素子により撮像して光源変
換（撮像）する分光感度の特性が影響する。 
　それらの分光特性を考慮した総合的な分光積Ａは、光源部が第１の波長帯域の光を発生
する際の分光放射輝度Ｅ（λ）、該分光放射輝度Ｅ（λ）の第１の波長帯域の光がライト
ガイドや照明レンズ等を経て被検体に照明光として照射し、照射された光を対物光学系に
より、撮像素子（の撮像面）に導光するまでの照明／撮像光学系の分光透過率Ｔ（λ）、
撮像素子により撮像する場合の分光感度Ｓ（λ）の積となる。なお、λは、第１の波長帯
域の波長を表し、分光積Ａを求める際には照明／撮像に寄与する波長で積分する。 
　このように各分光特性（分光性能）を総合的に考慮した分光積Ａが複数の波長帯域にお
いて出来るだけ等しくなるように設定すると、特性が異なる内視鏡を用いて観察画像を生
成した場合においても、複数の波長帯域の光を用いて生成した観察画像の画質を総合的に
向上することができる。 
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、複数の波長帯域の光を用いて生成した観
察画像の画質を総合的に向上することができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
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【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡装置は、ヘモグロビンを有する被検体に照射され、可視の波長
帯域のうち赤色の帯域における前記ヘモグロビンの吸光特性上で極大値を含む波長から極
小値を含む波長間に狭帯域の分光特性を有する第１の波長帯域の光と、前記第１の波長帯
域の光よりも前記被検体における散乱特性及び前記ヘモグロビンの吸収特性が低く、かつ
前記第１の波長帯域の光よりも長波長の波長帯域を有する第２の波長帯域の光とを発生す
る光源部と、前記被検体からの光を受光し撮像信号を生成する撮像部と、前記撮像部にお
いて前記第１の波長帯域の光が照射された前記被検体からの光を受光して生成された第１
の撮像信号と、前記第２の波長帯域の光が照射された前記被検体からの光を受光して生成
された第２の撮像信号とから前記被検体の観察画像を生成する画像生成部と、前記第１の
波長帯域における前記光源部から前記撮像部に至る第１の分光積が、前記第２の波長帯域
における前記光源部から前記撮像部に至る第２の分光積の５０％～１５０％以内となる条
件に収まるように前記光源部から前記撮像部にいたる前記第１の波長帯域の光及び前記第
２の波長帯域の光のうち少なくとも一方の分光積を制御する制御部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の全体構成を示す図。
【図２】図２は第１の実施形態における光源部の各発光素子の発光強度、撮像素子の撮像
感度、ライトガイド等の光学系の透過率の波長に対する分光特性を示す図。
【図３Ａ】図３Ａは酸化ヘモグロビンと還元ヘモグロビンとの吸光特性を示す図。
【図３Ｂ】図３Ｂは光源装置内メモリに予め格納された駆動電流と発光強度の特性とを対
応つけたルップアップテーブルを示す図。
【図４】図４は第１の実施形態の内視鏡検査前の調整処理の内容を示すフローチャート。
【図５】図５は第１の実施形態における内視鏡検査を行う場合の動作を示すタイミング図
。
【図６】図６は第１の実施形態の第１変形例における内視鏡検査前の調整内容を示すフロ
ーチャート。
【図７】図７は第１の実施形態の第２変形例の内視鏡装置の全体構成を示す図。
【図８】図８は第２変形例の内視鏡検査前の調整内容を示すフローチャート。
【図９】図９は第２変形例における内視鏡検査を行う場合の動作を示すタイミング図。
【図１０】図１０は本発明の第２の実施形態の内視鏡装置の全体構成を示す図。
【図１１】図１１は第２の実施形態における光源部の各発光素子の発光強度、撮像素子の
カラーフィルタの透過率の分光特性を示す図。
【図１２】図１２は第２の実施形態における内視鏡検査を行う場合の動作を示すタイミン
グ図。
【図１３】図１３は所定の内視鏡検査を行おうとする場合、その内視鏡検査に適した組み
合わせの内視鏡及び光源装置を決定する処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。　
（第１の実施形態）
　図１に示すように本発明の第１の実施形態の内視鏡装置１は、被検体２内に挿入される
内視鏡３Ａと、内視鏡３Ａが着脱自在に接続され、照明光を発生して出力する光源部を形
成する光源装置４と、内視鏡３Ａの信号用コネクタ１０ａが着脱自在に接続され、内視鏡
３Ａに搭載された撮像素子に対する信号処理を行い、被検体２の観察画像（の画像信号）
を生成する画像生成部を形成するピデオプロセッサ５と、ビデオプロセッサ５から出力さ
れる画像信号が入力されることにより、観察画像を表示する表示装置としてのカラーモニ
タ６とを有する。 
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　なお、内視鏡装置１は、図１に示すように内視鏡３Ａに搭載された撮像素子等と光学特
性が異なる撮像素子等を搭載した内視鏡３Ｂを用いて、被検体２に対する内視鏡検査を行
うこともできる。 
　内視鏡３Ａは、細長の挿入部７と、この挿入部７の後端（基端）に設けられた操作部８
と、操作部８から延出されたユニバーサルケーブル９とを有し、ユニバーサルケーブル９
の端部には光源用コネクタ９ａが設けてあり、光源用コネクタ９ａは、光源装置４に着脱
自在に接続される。また、光源用コネクタ９ａに一端が接続されたケーブル１０の他端の
信号用コネクタ１０ａは、ピデオプロセッサ５に着脱自在に接続される。
【０００８】
　内視鏡３Ａ内には、照明光を伝送（導光）するライトガイド１１Ａが挿通され、このラ
イトガイド１１Ａの後端は、光源用コネクタ９ａに至る。このライトガイド１１Ａの後端
は、照明光の入射端となり、光源装置４から照明光が供給される。ライトガイド１１Ａに
入射された照明光は、挿入部７の先端部７ａに配置されたライトガイド１１Ａの先端面か
らさらに照明窓に取り付けられた照明レンズ１２Ａを経て、被検体２側に照射される。 
　照明窓に隣接する観察窓には対物レンズ１３Ａが取り付けられており、その結像位置に
は、撮像素子としての例えば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）１４Ａが配置されている。対
物レンズ１３ＡとＣＣＤ１４Ａとにより、撮像部（又は撮像ユニット）１５Ａを形成する
。なお、内視鏡３Ｂは、内視鏡３ＡにおけるＣＣＤ１４Ａ等と特性が異なるＣＣＤ１４Ｂ
を備える。具体的には、内視鏡３Ｂは、内視鏡３Ａとは特性が異なるライトガイド１１Ｂ
、照明レンズ１２Ｂ，対物レンズ１３Ｂ、ＣＣＤ１４Ｂ，撮像部１５Ｂを備え、その他、
内視鏡３Ａと同じ構成である。
【０００９】
　また、内視鏡３Ｂは、内視鏡３Ａとは特性が異なるが、内視鏡３Ａの場合と同様に光源
装置４，ビデオプロセッサ５に接続して同様に内視鏡検査に用いることができる。このた
め、以下の説明においては、殆ど内視鏡３Ａの場合において説明する。第２の実施形態に
おいてもほぼ同様である。 
　ＣＣＤ１４Ａは、内視鏡３Ａ内、ケーブル１０内に配設された信号線１６と接続され、
信号用コネクタ１０ａを経てビデオプロセッサ５と電気的に接続される。 
　また、内視鏡３Ａにおける例えば光源用コネクタ９ａ内には、内視鏡３Ａに固有の識別
情報（ＩＤと略記）を格納したフラッシュメモリ（図１では単にメモリと略記）１７が設
けられ、このフラッシュメモリ１７は接点１８を経て光源装置４内の制御回路からフラッ
シュメモリ１７内のＩＤを読み出すことが可能となる。 
　上記光源装置４は、第１の波長帯域の照明光としての第１の照明光を発生する第１の照
明光源（又は第１の発光素子）を形成する第１の発光ダイオード（ＬＥＤと略記）２１と
、第２の波長帯域の照明光としての第２の照明光を発生する第２の照明光源（又は第２の
発光素子）を形成する第２のＬＥＤ２２と、これらＬＥＤ２１，２２を発光及び発光停止
させるように駆動するＬＥＤ駆動回路２４とを有する。
【００１０】
　なお、ＬＥＤ駆動回路２４は、後述する図５に示すように、ＬＥＤ２１，２２を交互に
発光させる面順次照明を行うように駆動する。そして、ＣＣＤ１４Ａは、ＬＥＤ２１，２
２による面順次照明の下で撮像するモノクロの撮像素子を形成する。 
　第１のＬＥＤ２１で発生した第１の照明光は、その照明光路上に配置されたダイクロイ
ックミラー２５ａにより、第１の波長帯域となる第１の照明光が選択的に反射され、反射
光路上に配置された集光レンズ２６により集光されてライトガイド１１Ａの入射端に入射
される。 
　また、第２のＬＥＤ２２で発生した第２の照明光は、その照明光路上に配置されたダイ
クロイックミラー２５ａにより、第２の波長帯域となる第２の照明光が選択的に透過され
、透過光路上に配置された集光レンズ２６により集光されてライトガイド１１Ａの入射端
に入射される。
【００１１】
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　図２は、第１の照明光となる６００ｎｍ付近の狭帯域光（つまり、６００ｎｍを中心波
長とする第１の波長帯域の光）の発光強度（又は分光放射輝度）Ｅａ（λ）と、第２の照
明光となる（赤色から近赤外までの帯域の）６３０ｎｍ～７８０ｎｍ付近の第２の波長帯
域の光としての広帯域光の発光強度（又は分光放射輝度）Ｅｂ（λ）とをそれぞれ実線で
示す。また、図２は、後述する第３の照明光となる４６０ｎｍ付近の狭帯域光の発光強度
（又は分光放射輝度）Ｅｃ（λ）を２点鎖線により示している。なお、波長λに依存して
変化するＥａ（λ）をＥａと略記する場合がある（他のＥｂ（λ）等においても同様であ
り、Ｓａ（λ）、Ｔ（λ）に関してもおいてもＳａ，Ｔのように簡略的に示す場合がある
）。 
　図２に示す発光強度Ｅａ（λ），Ｅｂ（λ）は、それぞれ最大値に近い駆動電流Ｉａ，
ＩｂによりＬＥＤ２１，２２を発光させるように駆動した場合の特性を示し、駆動電流Ｉ
ａ，Ｉｂの値を変化させることにより、ピーク値等を変化させることができる。
【００１２】
　なお、本実施形態においては、被検体２における生体粘膜の表層付近の血管の走行状態
等を、処置等がし易い観察画像を取得することを想定している。この場合、図１に示すよ
うに生体粘膜における表面付近では毛細血管２ａが走行し、より深部側においてはより太
い血管２ｂが走行しており、処置する場合、血管２ｂの走行状態を良好な画質で観察でき
ることが望まれる。図３Ａは酸化ヘモグロビン（ＨｂＯ２）と還元ヘモグロビン（Ｈｂ）
との吸光特性を示し、また、２点鎖線により第１の照明光となる６００ｎｍ付近の狭帯域
光を示している。 
　第１の照明光となる６００ｎｍ付近の狭帯域光は、血管中の血液が含むヘモグロビンの
吸光特性が大きく、これに対して第２の照明光となる６３０ｎｍより長波長側の広帯域光
は、モグロビンの吸光特性が（第１の照明光に比較して）低い。また、第２の照明光は、
第１の照明光の場合よりも散乱される散乱特性が低い（生体粘膜における深部側への深達
度が高い）。換言すると、６００ｎｍ付近の狭帯域光は、ヘモグロビンを有する被検体に
照射され、可視の波長帯域のうち赤色の帯域における前記ヘモグロビンの吸光特性上で極
大値を含む波長から極小値を含む波長間に狭帯域の分光特性を有する第１の波長帯域の光
となる。
【００１３】
　このため、第１の照明光と第２の照明光とを併用して撮像を行うことにより生成される
観察画像は、第１の画像（成分）と第２の画像（成分）とからなる。 
　この観察画像においては、第１の照明光の下で撮像した第１の画像成分のコントラスト
変化により太い血管５ｂの走行状態が把握でき、第２の照明光の下で撮像した第２の画像
成分から表層域から深部域に至る背景部分の輪郭等を把握できることになる。 
　図２は、ＣＣＤ１４Ａの撮像感度（又は分光感度）Ｓａ（λ）を１点鎖線で示している
。また、図２は、第１の照明光及び第２の照明光を光学的に伝送し、被検体２に照射する
照明光伝送系（又は照明光導光系）と、被検体２側で散乱等された光を撮像素子としての
ＣＣＤ１４Ａに入射させる撮像光学系（又は対物光学系）と、を含む照明光伝送系／撮像
光学系の分光透過率（又は透過率）Ｔを点線で示している。なお、照明光伝送系は、光源
装置４内のダイクロイックミラー２５ａ，集光レンズ２６と、内視鏡３Ａのライトガイド
１１等から構成される。そのため、後述するように上記分光透過率Ｔは、光源装置４の分
光透過率Ｔｌｓと、内視鏡３Ａの分光透過率Ｔｅｎとの積となる。 
　光源装置４は、ＬＥＤ駆動回路２４の動作を制御する制御部を形成する中央処理装置（
ＣＰＵ）等から構成される制御回路２７を有し、この制御回路２７は、第１のＬＥＤ２１
と第２のＬＥＤ２２の発光特性を格納した発光特性格納メモリ２８の情報を参照する。発
光特性格納メモリ２８は、例えば、格納されるデータ（情報）を書換可能とする不揮発性
のメモリとしてのフラッシュメモリ等により構成される。
【００１４】
　図３Ｂは、発光特性格納メモリ２８に予め格納されている第１のＬＥＤ２１と第２のＬ
ＥＤ２２の発光特性の例を示す。図３Ｂに示すように駆動電流Ｉａ，Ｉｂと、発光強度と
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の値がルップアップテーブル（ＬＵＴと略記）として格納されている。なお、図３のＬＵ
Ｔは、ＬＥＤ２１，２２をそれぞれ発光させる駆動電流Ｉａ，Ｉｂを例えば駆動電流値Ｉ
１に設定した場合にはＬＥＤ２１、２２の発光強度がＥａ１，Ｅｂ１になることを表す。
 
　図３Ｂの発光特性のデータを参照することにより、後述する（１）式、（２）式の２つ
の分光積Ａ１，Ａ２を算出し、また（３）式に示すように２つの分光積Ａ１，Ａ２が所定
の関係を満たすように調整することが可能になる。 
　後述するように本実施形態においては、内視鏡装置１により内視鏡検査を行う前の初期
設定として、複数の波長帯域の照明光（本実施形態では第１及び第２の照明光）を用いて
照明及び撮像を行う場合、表示装置で表示される観察画像の画質を所定の画質以上を確保
できるように、各波長帯域の分光積が所定の条件を満たすように、少なくとも１つの波長
帯域の照明光に対する分光積、又は該分光積を構成する発光特性（主に発光強度）を調整
する。この調整の制御を行う制御部は、制御回路２７により構成される。
【００１５】
　制御回路２７は、第１及び第２の波長帯域の照明光の場合の分光積Ａ１，Ａ２をそれぞ
れ算出する分光積算出回路２７ａを備える。 
　また、分光積算出回路２７ａが、分光積Ａ１，Ａ２を算出することができるように、例
えば内視鏡３Ａ内に設けたフラッシュメモリ１７は、この内視鏡３Ａに搭載された撮像素
子としてのＣＣＤ１４Ａの分光感度Ｓａ（λ）、内視鏡３Ａ内のライトガイド１１Ａ、照
明レンズ１２Ａ，対物レンズ１３Ａの各分光透過率を含む総合的な分光透過率Ｔｅｎ（λ
）の情報を格納する分光情報格納領域１７ａを備える。内視鏡３Ｂは、この内視鏡３Ｂに
対応した分光情報格納領域１７ｂ（図示略）を備える。 
　また、光源装置４内の発光特性格納メモリ２８は、上述したＬＥＤ２１，２２の発光強
度Ｅａ，Ｅｂの特性を格納すると共に、ダイクロイックミラー２５ａ，集光レンズ２６の
分光透過率Ｔｌｓ（λ）の情報を格納する。
【００１６】
　そして、分光積算出回路２７ａは、これらの情報を参照して、第１の波長帯域の第１の
照明光の場合においてＣＣＤ１４Ａにより撮像する場合の第１の分光積Ａ１を
　Ａ１＝∫Ｓａ（λ）Ｅａ（λ）Ｔｌｓ（λ）Ｔｅｎ（λ）ｄλ　　（１）
　により算出する。なお、積分は、第１の照明光の第１の波長帯域において行う。 
　同様に分光積算出回路２７ａは、第２の分光積Ａ２を
　Ａ２＝∫Ｓｂ（λ）Ｅｂ（λ）Ｔｌｓ（λ）Ｔｅｎ（λ）ｄλ　　（２）
　により算出する。 
　また、フラッシュメモリ１７内に分光情報を格納していない内視鏡の場合においては、
例えば光源装置４に設けた操作パネル２９の（キーボードなどから構成される）情報入力
部（又は情報入力デバイス）２９ａから、制御回路２７に対して、内視鏡に搭載された撮
像素子の分光感度や、ライトガイドなどの分光透過率の情報を入力することができるよう
にしている。
【００１７】
　制御回路２７は、内視鏡が分光情報を格納していない場合においても、操作パネル２９
から入力される情報を用いて、分光積を算出することができるようにしている。 
　ビデオプロセッサ５は、ＣＣＤ１４ＡにＣＣＤ駆動信号を印加するＣＣＤドライバ３１
を有し、ＣＣＤ１４Ａは、ＣＣＤ駆動信号の印加により、ＣＣＤ１４Ａの撮像面に結像さ
れた光学像を光電変換した撮像信号を出力する。ＣＣＤドライバ３１は、第１の照明光と
第２の照明光との各照明期間（発光期間）の終了に同期してＣＣＤ駆動信号を出力するた
め、ＣＣＤ１４Ａは、第１の撮像信号と第２の撮像信号とを交互に出力する（図５参照）
。 
　ＣＣＤ１４Ａから出力される撮像信号は、ビデオプロセッサ５内の相関二重サンプリン
グ回路（ＣＤＳ回路と略記）３２に入力される。ＣＤＳ回路３２は、（第１及び第２の）
撮像信号の信号成分を抽出して（第１及び第２の）画像信号として、Ａ／Ｄ変換回路３３
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と明るさ検出回路３４とに出力する。 
　Ａ／Ｄ変換回路３３は、アナログの画像信号をデジタルの画像信号に変換してマルチク
レクサ３５に出力する。
【００１８】
　このマルチクレクサ３５は、上記第１の照明光と第２の照明光との照明期間の切替に同
期して、ビデオプロセッサ５内の制御回路３６により切り替えられる。マルチプレクサ３
５から出力される（第１及び第２の）画像信号は、メモリ回路３７を構成する第１メモリ
３７ａ、第２メモリ３７ｂにそれぞれ交互に格納される。第１メモリ３７ａ、第２メモリ
３７ｂに格納された（第１及び第２の）画像信号は、同時に読み出され、カラーバランス
の設定（調整）を行うカラーバランス回路３８を構成するゲイン可変アンプ３８ａ，３８
ｂに入力される。なお、メモリ回路３７の前段にカラーバランス回路３８を配置した構成
にしても良い。 
　カラーバランス回路３８を経た（第１及び第２の）画像信号は、Ｄ／Ａ変換部３９を構
成するＤ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂを経てアナログの（第１及び第２の）画像信号に変
換され、観察画像の画像信号としてカラーモニタ６のＧ，Ｒのチャンネルに出力される。
【００１９】
　また、明るさ検出回路３４は、入力された（第１及び第２の）画像信号の１フレーム期
間などにおける平均の明るさをそれぞれ算出し、算出した平均の明るさの信号（明るさ信
号）を、調光を行う調光回路４０に出力する。 
　調光回路４０は、基準の明るさと、入力された２つの平均の明るさ信号を所定の割合で
加算した１つの総合明るさ信号との差分の信号を調光信号として生成し、生成した調光信
号を光源装置４内のＬＥＤ駆動回路２４に出力する。なお、明るさ検出回路３４が総合明
るさ信号を生成するようにしても良い。 
　また、明るさ検出回路３４は、内視鏡検査を行う前に、標準白色板を被写体に設定した
場合において生成される、第１の画像信号の明るさ信号と第２の画像信号の明るさ信号と
を制御回路３６に送り、制御回路３６は、カラーバランス回路３８から出力される第１の
画像信号の輝度レベルと第２の画像信号の輝度レベルとが等しくなるカラーバランス状態
となるようにカラーバランス回路３８のゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂのゲインを調整
する。
【００２０】
　ＬＥＤ駆動回路２４は、入力された調光信号が小さくなるように、ＬＥＤ２１と２２と
の発光量を調整する。このように発光量を調整することにより、調光信号が殆ど０となる
状態の基準の明るさが得られる照明状態を維持することができる。 
　ビデオプロセッサ５内の制御回路３６は、通信線３０を介して光源装置４内の制御回路
２７と接続され、通信線３０を介して双方向の信号の送受を行うことができる。 
　上記制御回路２７（の分光積算出回路２７ａ）は、第１及び第２の分光積Ａ１，Ａ２を
算出する機能を有するとともに、２つの分光積が所定の条件
　　０．５≦Ａ１／Ａ２≦１．５　　　（３）
　を満たすか否かの判定を行う判定回路の機能を有する。 
　上記（３）式の条件は、複数の波長帯域の光を用いて生成した観察画像が総合的に所定
の画質以上とする条件に該当する。換言すると、（３）式の条件を満たす場合には、観察
画像は総合的に所定の画質以上となる良好な画質を保持する。
【００２１】
　上記（３）式の条件から外れる場合として、例えば１．５＜Ａ１／Ａ２になると、撮像
素子（ＣＣＤ１４Ａ）の撮像感度と、ライトガイド１１Ａ等の光学系の透過特性は、第１
の波長帯域と第２の波長帯域とにおいて大きな差異が無い（図２の特性図）ため、ＬＥＤ
２１の発光強度Ｅａの分光積Ａ１に寄与するする割合が、ＬＥＤ２２の発光強度Ｅｂの分
光積Ａ２に寄与するする割合に比較してかなり大きい。換言すると、図２におけるＬＥＤ
２２の発光強度Ｅｂの面積がＬＥＤ２１の発光強度Ｅａの面積よりもかなり小さいことに
なる。 
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　このため、撮像素子としてのＣＣＤ１４Ａにより得られる第１の撮像信号の信号レベル
に比較して、第２の撮像信号の信号レベルよりもかなり小さくなってしまう。 
　このため、カラーバランス回路３８において、第２の撮像信号に対応する第２の画像信
号の信号レベルを調整するゲイン可変アンプ３８ｂのゲインを、第１の撮像信号に対応す
る第１の画像信号の信号レベルを調整するゲイン可変アンプ３８ａのゲインよりもかなり
大きくすることにより、信号レベル上では補償できるが、その際ノイズも増大してしまう
。そのため、第２の画像信号のＳ／Ｎ（又はＳＮＲ）が第１の画像信号のＳ／Ｎに比較し
てかなり低下してしまう。
【００２２】
　つまり、１．５＜Ａ１／Ａ２になると、観察画像を構成する第１の画像成分と第２の画
像成分における第２の画像成分の画質が、ノイズにより低下する。 
　一方、（３）式の条件から外れる場合として、０．５＞Ａ１／Ａ２になると、上記の説
明から分かるように観察画像を構成する第１の画像成分と第２の画像成分における第１の
画像成分の画質が、ノイズにより低下する。 
　また、調光信号により観察画像の明るさを調整するが、０．５＞Ａ１／Ａ２の場合には
、第１の照明光の可変範囲が小さい値側に制約されるために観察画像における第１の画像
（成分）が暗くなる欠点となる（図示しないＡＧＣを設けた場合には、上記のように第１
の画像の画質がノイズにより低下する）。
【００２３】
　本実施形態の内視鏡装置１は、ヘモグロビンを有する被検体２に照射され、可視の波長
帯域のうち赤色の帯域における前記ヘモグロビンの吸光特性上で極大値を含む波長から極
小値を含む波長間に狭帯域の分光特性を有する第１の波長帯域の光を形成する６００ｎｍ
付近の狭帯域光と、前記第１の波長帯域の光よりも前記被検体における散乱特性及び前記
ヘモグロビンの吸収特性が低く、かつ前記第１の波長帯域の光よりも長波長の６３０ｎｍ
～７８０ｎｍの波長帯域を有する第２の波長帯域の光とを発生する光源部を形成する光源
装置４と、前記光源部からの光が照射された前記被検体２からの光を受光し、前記第１の
波長帯域の光に対応する前記被検体２の撮像信号である第１の撮像信号と、前記第２の波
長帯域の光に対応する前記被検体２の撮像信号である第２の撮像信号とを生成する撮像部
１５Ａ又は１５Ｂと、前記撮像部１５Ａ又は１５Ｂにおいて生成された第１の撮像信号と
、前記第２の撮像信号とから前記被検体２の観察画像を生成する画像生成部を形成するビ
デオプロセッサ５と、前記第1の波長帯域における前記光源部から前記撮像部１５Ａ又は
１５Ｂに至る第１の分光積Ａ１が、前記第２の波長帯域における前記光源部から前記撮像
部１５Ａ又は１５Ｂに至る第２の分光積Ａ２の５０％～１５０％以内（つまり０．５≦Ａ
１／Ａ２≦１．５）に収まるように前記光源部から前記撮像部１５Ａ又は１５Ｂにいたる
前記第１の波長帯域の光及び前記第２の波長帯域の光のうち少なくとも一方の分光積の値
を制御する制御部を形成する制御回路２７と、を有することを特徴とする。本実施形態に
おいては、制御部は、少なくとも一方の分光積の値を制御する場合、例えば分光積Ａ２に
寄与する前記第２の波長帯域の光を発生する光源の発光強度（より正確にはその発光強度
や帯域幅を含む発光特性又は分光特性）を制御又は調整する。
【００２４】
　次に本実施形態の作用を説明する。図４は内視鏡検査を行う前に、内視鏡装置１を総合
的に望ましい画質の観察画像を取得できる状態に調整する処理を示す。 
　術者は、図１に示すように内視鏡３Ａを光源装置４とビデオプロセッサ５とに接続し、
内視鏡３Ａの先端部７ａの前に標準白色板を配置し、内視鏡装置１（を構成する光源装置
４，ビデオプオセッサ５及びカラーモニタ６）の電源をＯＮする。 
　すると、光源装置４の制御回路２７が起動し、最初のステップＳ１において制御回路２
７は、光源装置４に接続された内視鏡３Ａを、フラッシュメモリ１７のＩＤを読み出すこ
とにより検知（識別）する。なお、術者が光源装置４に接続された内視鏡３ＡのＩＤ等を
読み出すよう指示入力するようにしても良い。 
　また、ステップＳ２において制御回路２７は、フラッシュメモリ１７の分光情報格納領
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域１７ａの情報を読み出すことにより、内視鏡全体の光学系の分光透過率Ｔｌｓ（λ）の
情報と撮像素子としてのＣＣＤ１４Ａの分光感度Ｓ（λ）の情報とを取得する。
【００２５】
　また、ステップＳ３において制御回路２７は、光源装置４内の分光特性格納メモリ２８
から第１及び第２の光源を形成するＬＥＤ２１，２２の発光強度Ｅａ（λ）、Ｅｂ（λ）
の情報を取得する。また、制御回路２７は、光源装置４内の光学系の分光透過率Ｔｌｓ（
λ）の情報を取得する。 
　次のステップＳ４において制御回路２７は、ステップＳ２，Ｓ３において取得した情報
を用いて、第１及び第２の波長帯域での第１及び第２の分光積Ａ１，Ａ２を算出する。な
お、第１及び第２の分光積Ａ１，Ａ２を算出する場合、発光強度Ｅａ（λ）、Ｅｂ（λ）
の情報として、例えば標準状態での駆動電流（Ｉａ＝Ｉａｓ，Ｉｂ＝Ｉｂｓ）で発光させ
た場合の値が用いられる。 
　また、次のステップＳ５において制御回路２７は、算出した第１及び第２の分光積Ａ１
，Ａ２が（３）式の条件、つまり、０．５≦Ａ１／Ａ２≦１．５を満たすか否かの判定を
行う。
【００２６】
　ステップＳ５の判定処理において、（３）式の条件を満たさない判定結果になる場合に
は、ステップＳ６において制御回路２７は、第２の光源となるＬＥＤ２２の発光強度Ｅｂ
（λ）を変化させ、ステップＳ４の処理に戻る。 
　例えば、０．５＞Ａ１／Ａ２の判定結果の場合には、ステップＳ６において制御回路２
７は、ＬＥＤ駆動回路２４を介してＬＥＤ２２を発光させる駆動電流Ｉｂの値を小さくす
る。なお、図１において、点線で示すようにＬＥＤ２２が発光する第２の波長帯域におけ
る一部の波長帯域の光が透過するのを制限する帯域制限フィルタＦ１を光路上に挿入して
、第２の分光積Ａ２を小さくするようにしても良い。 
　一方、１．５＜Ａ１／Ａ２の判定結果の場合には、ステップＳ６において制御回路２７
は、ＬＥＤ駆動回路２４を介してＬＥＤ２２を発光させる駆動電流Ｉｂの値を大きくする
。このようにして、制御回路２７は、分光積Ａ１，Ａ２が（３）式の条件を満たすように
調整する制御を行う。なお、ＬＥＤ２２を発光強度（発光特性）させる駆動電流Ｉｂの可
変範囲内において、（３）式の条件を満たすように調整できない場合には、ＬＥＤ２１の
発光強度（発光特性）を変化させて（３）式の条件を満たすように調整する。
【００２７】
　例えば、ＬＥＤ２２を発光させる駆動電流Ｉｂの値を、可変範囲の下限値に設定しても
０．５＞Ａ１／Ａ２の判定結果のままとなる場合には、ＬＥＤ２１の発光強度（発光特性
）を大きくするように駆動電流Ｉａの値を調整して、（３）式の条件を満たすように調整
する。 
　また、ＬＥＤ２２を発光させる駆動電流Ｉｂの値を、可変範囲の上限値に設定しても１
．５＜Ａ１／Ａ２の判定結果のままとなる場合には、ＬＥＤ２１の発光強度（発光特性）
を小さくするように駆動電流Ｉａの値を調整して、（３）式の条件を満たすように調整す
る。 
　分光積Ａ１，Ａ２が（３）式の条件を満たす判定結果の場合には、ステップＳ７におい
て制御回路２７は、分光積の調整が終了した信号をビデオプロセッサ５の制御回路３６に
送信する。そして、制御回路３６は、標準白色板を用いてカラーバランスさせる処理を行
う。
【００２８】
　具体的には、制御回路３６は、明るさ検出回路３４から出力される第１の照明光のもと
で撮像された第１の画像信号の明るさ信号と、第２の照明光のもとで撮像された第２の画
像信号の明るさ信号と、の明るさ情報に基づいて、２つの明るさが等しくなるようにカラ
ーバランス回路３８における２つのゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂにおける少なくとも
一方のゲインを調整する。 
　なお、ゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂの各出力信号が制御回路３６に入力されるよう
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にして、制御回路３６がゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂの各出力信号の信号レベルが等
しくなるように２つのゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂのゲインを調整する制御を行うよ
うにしても良い。 
　また、一方のゲイン可変アンプ（例えば３８ａ）のゲインを基準とした値（例えば１）
として、他方のゲイン可変アンプ３８ｂのゲインを調整してカラーバランスの調整（設定
）を行うようにしても良い。
【００２９】
　ゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂの出力信号の信号レベルが等しくなるカラーバランス
状態に設定する処理が終了すると、初期設定における調整処理が終了し、ステップＳ８に
示すように内視鏡検査を開始することができる状態となる。つまり、図４の初期設定にお
ける調整処理は終了する。 
　術者は、続いて内視鏡検査を行う。術者は、内視鏡３Ａを被検体２内に挿入して内視鏡
検査を開始する。 
　図５は、内視鏡検査を行う場合の動作説明用のタイミング図を示す。光源装置４内の第
１の照明光と第２の照明光とをそれぞれ発生するＬＥＤ２１，２２は交互に発光、発光停
止（消灯）を繰り返す。例えば時間ｔ１～ｔ２、ｔ４～ｔ６の各第１の照明期間Ｔ１では
ＬＥＤ２１が発光し、かつ、ＬＥＤ２２は消灯する。また、時間ｔ２～ｔ４、ｔ６～ｔ８
の各第２の照明期間Ｔ２ではＬＥＤ２２が発光し、かつ、ＬＥＤ２１は消灯する。第１の
照明期間Ｔ１が終了した時間ｔ２、ｔ６において、ＣＣＤドライバ３１はＣＣＤ駆動信号
を出力し、ＣＣＤ１４Ａは、被検体２を撮像した第１の撮像信号を出力する。なお、ＣＣ
Ｄ駆動信号の出力期間（時間ｔ２～ｔ３，ｔ６～ｔ７）は、図５に示す例では照明期間Ｔ
１又はＴ２より短い期間となっているが、等しい期間に設定しても良い。
【００３０】
　同様に第２の照明期間Ｔ２が終了した時間ｔ４、ｔ８において、ＣＣＤドライバ３１は
ＣＣＤ駆動信号を出力し、ＣＣＤ１４Ａは、被検体２を撮像した第２の撮像信号を、出力
期間（時間ｔ４～ｔ５，ｔ８～ｔ９）出力する。 
　第１の撮像信号、第２の撮像信号は、ＣＤＳ回路３２によりそれぞれ第１の画像信号、
第２の画像信号に変換され、Ａ／Ｄ変換回路３３、マルチプレクサ３５を経て第１メモリ
３７ａ、第２メモリ３７ｂに交互に格納される。 
　例えば時間ｔ２～ｔ３，ｔ６～ｔ７の第１の撮像信号は、第１の画像信号となり、第１
メモリ３７ａに格納される。 
　また、時間ｔ４～ｔ５，ｔ８～ｔ９の第２の撮像信号は、第２の画像信号となり、第２
メモリ３７ｂに格納される。 
　第１メモリ３７ａは、時間ｔ２～ｔ３の第１の画像信号を、第２メモリ３７ｂが時間ｔ
４～ｔ５の第２の画像信号を格納し始めるまで保持し、第２メモリ３７ｂが第２の画像信
号を出力可能な時間になると、第１メモリ３７ａと第２メモリ３７ｂは、１フレーム期間
Ｔとなる時間ｔ４～ｔ８（＝Ｔ１＋Ｔ２）に同時化された第１の画像信号（図５ではＩａ
１）と第２の画像信号（図５ではＳｂ１）とを後段のカラーバランス回路３８側に出力す
る。
【００３１】
　なお、第１メモリ３７ａと第２メモリ３７ｂは、時間ｔ６～ｔ７の第１の画像信号と、
時間ｔ８～ｔ９の第２の画像信号とを次のフレーム期間（時間ｔ８～図示略）に同時化さ
れた第１の画像信号（図５ではＳａ２）と第２の画像信号（図５ではＳｂ２）とを後段の
カラーバランス回路３８に出力し、カラーバランス回路３８によりカラーバランス状態の
ゲインに設定されたゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂを経た第１の画像信号、第２の画像
信号はＤ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂに出力される。 
　Ｄ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂから出力される第１の画像信号と第２の画像信号とはカ
ラーモニタ６のＧ，Ｒチャンネルに入力し、カラーモニタ６の表示面に、第１の画像及び
第２の画像からなる観察画像が表示される。 
　上述したように本実施形態においては、（３）式を満たすように分光積Ａ１，Ａ２を設
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定しているので、本実施形態によれば、総合的に所定の画質以上の良好な画質の観察画像
が得られる。このため、術者は観察画像を観察することにより、処置を円滑に行うことが
できる。 
　上述した第１の実施形態においては、第１の照明光に対する第２の照明光として、第１
の照明光よりも長波長側の照明光を用いた場合を説明したが、例えば第１の照明光よりも
短波長側の第３の照明光を用いる第１変形例の場合にも適用することができる。
【００３２】
　この場合には、図１において、第２の照明光を発生するＬＥＤ２２の代わりに、第３の
照明光を発生するＬＥＤ２３を配置すれば良い。このＬＥＤ２３は、例えば図２における
２点鎖線で示すような発光強度Ｅｃを有する。 
　この場合には、図１における第２メモリ３７ｂは、ＬＥＤ２３の照明の下で撮像された
第３の撮像信号に対応する第３の画像信号を格納し、この第２メモリ３７ｂから出力され
る第３の画像信号は、カラーモニタ６のＢチャンネルに入力するようにすれば良い。本変
形例の場合には、図４の調整処理は、図６のようになる。図６の処理は、図４におけるス
テップＳ３～Ｓ６における第２、第２の分光積Ａ２をそれぞれ第３、第３の分光積Ａ３等
に置換した内容のステップＳ３′～Ｓ６′になっている。 
　具体的には、図４のステップＳ３における「第２の光源」を「第３の光源」に変更する
とともに、「Ｅｂ（λ）」を「Ｅｃ（λ）」に変更したステップＳ３′にしている。また
、図４のステップＳ４における「第２の波長」を「第３の波長」に変更するとともに、「
第２の分光積Ａ２」を「第３の分光積Ａ３」に変更したステップＳ４′にしている。
【００３３】
　また、図４のステップＳ５における「Ａ２」を「Ａ３」に変更」に変更したステップＳ
５′にしている。つまり、制御回路２７（の分光積算出回路２７ａ）は、
　０．５≦Ａ１／Ａ３≦１．５　　　（４）
　を満たすか否かの判定を行う判定回路の機能を有する。 
　また、図４のステップＳ６における「第２」を「第３」に変更」に変更したステップＳ
６′にしている。本変形例は、第１の実施形態と類似の効果を有する。第３の照明光は、
第１の照明光よりも短波長側であるので、表層付近の血管の走行状態を把握するのに適す
る。そして、本変形例によれば、表層付近の血管の走行状態を把握するのに適した画質の
良い観察画像を取得することができる。 
　次に第１の照明光、第２の照明光、及び第３の照明光を用いて観察画像を取得する第２
変形例の内視鏡装置１Ｂを説明する。 
　図７は第２変形例の内視鏡装置１Ｂの構成を示す。この内視鏡装置１Ｂは、内視鏡３Ａ
，３Ｂと、光源装置４Ｂと、ビデオプロセッサ５Ｂと、カラーモニタ６とを有する。
【００３４】
　この内視鏡装置１Ｂは、図１の内視鏡装置１の光源装置４においてさらに第３の光源と
なる第３のＬＥＤ２３とダイクロイックミラー２５ｂとを設けた光源装置４Ｂを備える。
 
　ＬＥＤ駆動回路２４からの駆動信号により発光する第３のＬＥＤ２３は、図２の２点鎖
線で示す発光強度Ｅｃ（λ）を有する第３の波長帯域の狭帯域光により形成される第３の
照明光を発生する。この第３の照明光の光路上に配置されたダイクロイックミラー２５ｂ
により、第３の波長帯域の光が選択的に反射され、反射された光路上に対向するダイクロ
イックミラー２５ａを選択的に透過し、対向する集光レンズ２６により集光されてライト
ガイド１１Ａに入射される。 
　ＬＥＤ２２の第２の照明光は、その光路上に配置されたダイクロイックミラー２５ｂを
選択的に透過し、上述したように更にダイクロイックミラー２５ａを選択的に透過し、対
向する集光レンズ２６により集光されてライトガイド１１Ａに入射される。 
　ビデオプロセッサ５Ｂは、図１のビデオプロセッサ５においての２系統の画像処理回路
を３系統の画像処理回路に変更した構成にしている。
【００３５】
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　具体的には、図１のビデオプロセッサ５における２接点を切り替えるマルチクレクサ３
５を、３接点を切り替えるマルチクレクサ３５に変更し、第１及び第２の画像信号を格納
する第１及び第２メモリ３７ａ，３７ｂを備えるメモリ回路３７を第１、第２及び第３の
画像信号を第１、第２及び第３メモリ３７ａ，３７ｂ，３７ｃ備えるメモリ回路３７に変
更している。 
　また、図１のビデオプロセッサ５におけるメモリ回路３７から第１及び第２の画像信号
が入力されるゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂを備えるカラーバランス回路３８を、第１
、第２及び第３の画像信号が入力されるゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂ，３８ｃを備え
るカラーバランス回路３８に変更し、２つのＤ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂを備えるＤ／
Ａ変換部３９を、３つのＤ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂ，３９ｃを備えるＤ／Ａ変換部３
９に変更した構成となっている。そして、ビデオプロセッサ５Ｂは、Ｄ／Ａ変換回路３９
ｃから出力する第３の画像信号を、カラーモニタ６のＢチャンネルに入力するようにして
いる。
【００３６】
　また、本変形例においては、明るさ検出回路３４は、第１，第２の３の画像信号の平均
の明るさを検出する他に、第３の画像信号の平均の明るさを検出し、各明るさ信号を調光
回路４０と制御回路３６に出力する。 
　また、本変形例においては、光源装置４Ｂの制御回路２７は、第１及び第２の分光積Ａ
１，Ａ２を算出し、（３）式の条件を満たすように調整する制御動作を行うと共に、第３
の波長帯域の第３の照明光を用いて撮像する場合の第３の分光積Ａ３を算出し、上述した
（４）式の条件を満たすように第３の照明光の分光特性を調整する制御動作を行う。なお
、分光特性格納メモリ２８は、第１の実施形態におけるＬＥＤ２１，２２の発光特性の情
報の他に、ＬＥＤＬＥＤ２３の発光特性の情報も格納している。また、分光特性格納メモ
リ２８は、光源装置４Ｂ内のダイクロイックミラー２５ａ，２５ｂ，集光レンズ２６の分
光透過率Ｔｌｓ（λ）の情報を格納している。 
　本変形例においては、制御回路２７は更に、以下の条件　
　１／Ａ３≦１／Ａ２（又は１≦Ａ３／Ａ２）　　　（５）
　を満たすか否かの判定を行い、この条件を満たすように第２又は第３の照明光の分光特
性を調整する制御動作を行う。
【００３７】
　その他の構成は、第１の実施形態において説明した構成と同じであり、その説明を省略
する。 
　上記の（５）式の条件は、以下のような理由により設定される。第３の照明光は、可視
帯域における青色の波長帯域に属する短波長帯域であり、分光感度Ｓ（λ）が低下し易く
、ノイズの影響を受け易い。 
　このため、（５）式のように、第３の分光積Ａ３が第２の分光積Ａ２よりも大きくなる
ように設定することにより、カラーバランスさせる場合に必要となる、ゲイン可変アンプ
３８ｃのゲインの値を抑制することにより、ノイズが増大することを抑制し、良好な画質
を確保できるようにする。これに対して、分光積Ａ３が分光積Ａ２に比較して小さくなる
と、カラーバランスさせる場合、ゲイン可変アンプ３８ｂのゲインの値よりもイン可変ア
ンプ３８ｃのゲインの値を大きくすることが必要になってしまう。 
　次に本変形例における内視鏡検査前の調整処理を、図８を参照して説明する。
【００３８】
　図８におけるステップＳ１，Ｓ２の処理は、図４おけるステップＳ１，Ｓ２の処理と同
じである。ステップＳ２の次のステップＳ１１において制御回路２７は、光源装置４Ｂの
第１，第２及び第３の光源をそれぞれ形成するＬＥＤ２１，２２，２３の発光強度Ｅａ（
λ）、Ｅｂ（λ）、Ｅｃ（λ）の情報を発光特性格納メモリ２８から取得する。また、制
御回路２７は、光源装置４Ｂにおける光学系の分光透過率Ｔｌｓ（λ）の情報を発光特性
格納メモリ２８から取得する。 
　そして、次のステップＳ１２において制御回路２７（の分光積算出回路２７ａ）は、第
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１、第２及び第３の波長帯域の照明光のもとでＣＣＤ１４Ａが撮像する場合の第１，第２
及び第３の分光積Ａ１，Ａ２，Ａ３を算出する。 
　次のステップＳ５において制御回路２７は、前のステップＳ１２において算出した第１
及び第２の分光積Ａ１，Ａ２が（３）式の条件、つまり、０．５≦Ａ１／Ａ２≦１．５を
満たすか否かの判定を行う。
【００３９】
　ステップＳ５の判定処理において、（３）式の条件を満たさない判定結果になる場合に
は、ステップＳ６において制御回路２７は、第２の光源となるＬＥＤ２２の発光強度Ｅｂ
（λ）等の分光特性を変化させ、ステップＳ１１の処理に戻る。図４において説明したよ
うに駆動電流Ｉｂを増加、又は減少させて、（３）式の条件を満たすように調整する。な
お、駆動電流Ｉｂの可変範囲内において、（３）式の条件を満たすように調整できない場
合には、駆動電流Ｉａを調整して（３）式の条件を満たすように調整する。 
　ステップＳ５において（３）式の条件を満たす判定結果が得られた場合には、ステップ
Ｓ１３において制御回路２７は、ステップＳ１２において算出した第１及び第３の分光積
Ａ１，Ａ３が（４）式の条件、つまり、０．５≦Ａ１／Ａ３≦１．５を満たすか否かの判
定を行う。 
　ステップＳ１３の判定処理において、（４）式の条件を満たさない判定結果になる場合
には、ステップＳ１４において制御回路２７は、第３の光源となるＬＥＤ２３の発光強度
Ｅｂ（λ）等の分光特性を変化させ、ステップＳ１１の処理に戻る。図４において説明し
たように駆動電流Ｉｂを増加、又は減少させて、（４）式の条件を満たすように調整する
。なお、駆動電流Ｉｂの可変範囲内において、（４）式の条件を満たすように調整できな
い場合には、駆動電流Ｉａを調整して（４）式の条件を満たすように調整する。
【００４０】
　ステップＳ１３の判定処理において、（４）式の条件を満たす判定結果になる場合には
、ステップＳ１５において制御回路２７は、ステップＳ５，Ｓ１３において（３）式及び
（４）を満たす、分光積Ａ２，Ａ３が（５）式の条件、つまり１／Ａ３≦１／Ａ２を満た
すか否かの判定を行う。 
　ステップＳ１５の判定処理において、（５）式の条件を満たさない判定結果になる場合
には、ステップＳ１６において制御回路２７は、第２の光源又は第３の光源の発光強度等
の分光特性を変化させ、ステップＳ１１の処理に戻る。 
　ステップＳ１５の判定処理において、（５）式の条件を満たす判定結果になる場合には
、図４の場合と同様にステップＳ７において制御回路２７は、標準白色板を用いてカラー
バランスさせる処理を行う。 
　但し、図４においては、明るさ検出回路３４から出力される第１の照明光のもとで撮像
された第１の画像信号の明るさ信号と、第２の照明光のもとで撮像された第２の画像信号
の明るさ信号と、の明るさ情報に基づいて、２つの明るさが等しくなるようにカラーバラ
ンス回路３８における２つのゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂにおける少なくとも一方の
ゲインを調整していた。
【００４１】
　これに対して本変形例においては、明るさ検出回路３４から出力される第１の画像信号
の明るさ信号及び第２の画像信号の明るさ信号の他に、第３の照明光のもとで撮像された
第３の画像信号の明るさ信号の明るさ情報に基づいて、３つの明るさが等しくなるように
カラーバランス回路３８′における３つのゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂ，３８ｃにお
ける少なくとも２つのゲインを調整する。 
　ゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂ，３８ｃの出力信号の信号レベルが等しくなるカラー
バランス状態に設定する処理が終了すると、初期設定における調整処理が終了し、ステッ
プＳ８に示すように内視鏡検査を開始することができる状態となる。つまり、図８の初期
設定における調整処理は終了する。 
　図９は、図８のカラーバランスさせる処理が終了し、内視鏡検査を行う場合の動作を説
明するタイミング図を示す。 
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　図９のタイミング図は、図５のタイミング図が第１及び第２の照明光を交互に発光させ
たものを、第１，第２及び第３の照明光を順次発光させたものに変更したタイミング図と
なっている。
【００４２】
　具体的には、第１の実施形態と同様にＬＥＤ２１を第１の照明期間Ｔ１だけ発光させた
後、ＬＥＤ２２を第２の照明期間Ｔ２だけ発光させるが、本変形例では第２の照明期間Ｔ
２の後、ＬＥＤ２３を第３の照明期間Ｔ３だけ発光させるように、３つのＬＥＤ２１，２
２，２３を順次発光させる。なお、各照明期間は等しく、Ｔ１＝Ｔ２＝Ｔ３である。 
　図９に示すようにＬＥＤ２１は、時間ｔ１～ｔ２，ｔ１２～ｔ１４，…のように発光し
、ＬＥＤ２２は、時間ｔ２～ｔ１０，ｔ１４～ｔ１６，…のように発光し、ＬＥＤ２３は
、時間ｔ１０～ｔ１２，ｔ１６～ｔ１８，…のように発光する。 
　また、照明期間Ｔｉ（ｉ＝１，２，３）の終了に同期して、ＣＣＤドライバ３１は、駆
動信号をＣＣＤ１４Ａに印加し、ＣＣＤ１４Ａは、時間ｔ２～ｔ３，ｔ１０～ｔ１１，ｔ
１２～１３，ｔ１４～ｔ１５，ｔ１６～ｔ１７，…において、第１の撮像信号、第２の撮
像信号、第３の撮像信号、第１の撮像信号、第２の撮像信号、…を順次出力する。
【００４３】
　第１の実施形態と同様に第１メモリ３７ａと第２メモリ３７ｂは、第１の撮像信号と第
２の撮像信号にそれぞれ対応する第１の画像信号と第２の画像信号を格納し、本変形例で
はさらに第３メモリ３７ｃは、第３の撮像信号に対応する第３の画像信号を格納する。 
　また、第１メモリ３７ａ、第２メモリ３７ｂ及び第３メモリ３７ａは、図９に示すよう
に最初の照明期間Ｔ１（ｔ１～ｔ２），Ｔ２（ｔ２～ｔ３），Ｔ３（ｔ１０～ｔ１２）に
おいて取得した画像信号を同時化して、１フレーム期間Ｔとなる時間ｔ１２～ｔ１８（＝
Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３）、第１の画像信号Ｓａ１、第２の画像信号Ｓｂ１及び第３の画像信号
Ｓｃ１を後段側に出力する。なお、これらの画像信号の次に、次の照明期間Ｔ１（ｔ１２
～ｔ１４），Ｔ２（ｔ１４～ｔ１６），Ｔ３（ｔ１６～ｔ１８）において取得した画像信
号は同時化され、第１の画像信号Ｓａ２、第２の画像信号Ｓｂ２及び第３の画像信号Ｓｃ
２が同時に出力される。 
　本変形例においても、第１の実施形態と同様の効果を有する。なお、第１の実施形態に
おいては、２つの異なる波長帯域において取得される観察画像の画質としてＳＮＲの良い
画像を取得できるのに対して、本変形例によれば、３つの異なる波長帯域において取得さ
れる観察画像の画質としてＳＮＲの良い画像を取得できる。 
　次に本発明の第２の実施形態を説明する。
【００４４】
（第２の実施形態）
　図１０は、本発明の第２の実施形態の内視鏡装置１Ｃの構成を示す。第１の実施形態（
及び第１変形例）においては、モノクロの撮像素子を備えた内視鏡３Ａ，３Ｂの場合にお
いて説明したが、本実施形態は、光学的に色分離するカラーフィルタを有する撮像素子を
搭載した内視鏡を備える。 
　図１０に示すように内視鏡装置１Ｃは、内視鏡３Ａ′，３Ｂ′と、光源装置４Ｂと、ビ
デオプロセッサ５Ｃと、カラーモニタ６とを備える。 
　内視鏡３Ａ′は、図１の内視鏡３Ａにおいて、ＣＣＤ１４Ａの撮像面の前にカラーフィ
ルタ４１Ａが設けられた構成となっている。 
　図１１は、本実施形態におけるカラーフィルタ４１Ａを構成するＲフィルタ４１ｒ、Ｇ
フィルタ４１ｇ、Ｂフィルタ４１ｂの分光透過率の特性を示す。なお、図１１におけるＬ
ＥＤ２１，２２，２３の発光強度Ｅａ（λ）、Ｅｂ（λ）、Ｅｃ（λ）、は、図２におい
て示したものと同じである。
【００４５】
　また、内視鏡３Ｂ′は、図１の内視鏡３Ｂにおいて、ＣＣＤ１４Ｂの撮像面の前にカラ
ーフィルタ４１Ａとは特性が異なるカラーフィルタ４１Ｂが設けられた構成となっている
。 
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　また、本実施形態におけるフラッシュメモリ１７内の分光情報格納領域１７ａ′は、上
述した分光情報格納領域１７ａの分光情報の他に、カラーフィルタ４１Ａの分光透過率の
情報を格納している。なお、以下の説明では、カラーフィルタ４１Ａを備えたＣＣＤを符
号１４Ａ′を用いて説明する。つまり、ＣＣＤ１４Ａ′の分光感度Ｓａ′（λ）は、ＣＣ
Ｄ１４Ａの分光感度Ｓａ（λ）にカラーフィルタ４１Ａの分光透過率（つまり、図１１に
示すＲフィルタ４１ｒ、Ｇフィルタ４１ｇ、Ｂフィルタ４１ｂの分光透過率（それぞれＲ
（λ）、Ｇ（λ）、Ｂ（λ）で示す）を乗算した特性に等しい。そして、概略の分光感度
Ｓａ′（λ）は、Ｒフィルタ４１ｒの分光透過率に近い特性の画素と、Ｇフィルタ４１ｇ
の分光透過率に近い特性を持つ画素と、Ｂフィルタ４１ｂの分光透過率に近い特性の画素
とを備えた特性となる。
【００４６】
　また、本実施形態においては、光源装置４Ｂは、図７の光源装置４Ｂと同じ構成である
。但し、本実施形態においては、図１２に示すようにＬＥＤ駆動回路２４はＬＥＤ２１と
ＬＥＤ２２とを交互に発光させ、ＬＥＤ２３を常時発光（換言すると連続発光）させる。
なお、図１２においては、ＬＥＤ２１～２３が発光した場合のＨレベルの照明光Ｌ１～Ｌ
３の照明期間を、発光の順序の情報を付けて示す。 
　例えば、第１のＬＥＤ２１は、時間ｔ１～ｔ２で１回目の発光（照明）をするためにそ
の発光期間（又は照明期間）をＬ１－１で示し、時間ｔ３～ｔ４で２回目の発光をするた
めにその発光期間（又は照明期間）をＬ１－２で示す。 
　同様に、第２のＬＥＤ２２は、時間ｔ２～ｔ３で１回目の発光をするためにその発光期
間（又は照明期間）をＬ２－１で示し、時間ｔ４～ｔ５で２回目の発光をするためにその
発光期間（又は照明期間）をＬ２－２で示す。 
　また、第３のＬＥＤ２３は、常時発光するが、時間ｔ１～ｔ２で１回目の発光をするた
めにその発光期間（又は照明期間）をＬ３－１で示し、時間ｔ２～ｔ３で２回目の発光を
するためにその発光期間（又は照明期間）をＬ３－２で示す。
【００４７】
　また、本実施形態におけるビデオプロセッサ５Ｃは、このビデオプロセッサ５Ｃに接続
されたカラーフィルタ（図１０では４１Ａ）を備えた撮像素子（図１０ではＣＣＤ１４Ａ
′）に対応した信号処理を行う。 
　ＣＣＤ１４Ａ′から出力される撮像信号は、ＣＤＳ回路３２を経て信号成分が抽出され
た画像信号となり、色分離回路４２によりカラーフィルタ４１ＡにおけるＲフィルタ４１
ｒ、Ｇフィルタ４１ｇ、Ｂフィルタ４１ｂの配列に応じた３つのＲ，Ｇ，Ｂチャンネルの
画像信号に分離される。 
　色分離回路４２により分離されたＧ，Ｒ，Ｂチャンネル（図１０ではＧｃｈ，Ｒｃｈ，
Ｂｃｈと略記）の画像信号は、Ａ／Ｄ変換回路３３ａ，３３ｂ，３３ｃと、明るさ検出回
路３４とに入力される。 
　図１２は、Ｇ，Ｒ，Ｂチャンネルの画像信号を具体的に示す。例えば、ＬＥＤ２１によ
る第１の照明光Ｌ１の１回目の照明期間Ｌ１－１が終了して、ＬＥＤ２２による第２の照
明光Ｌ２の１回目の照明期間Ｌ２－１が開始する期間において、色分離回路４２は、Ｇチ
ャンネルの画像信号としてＩＧ１（Ｌ１－１）、Ｒチャンネルの画像信号としてＩＲ１（
Ｌ１－１）、Ｂチャンネルの画像信号としてＩＢ１（Ｌ３－１）をそれぞれ後段側に出力
する。
【００４８】
　また、ＬＥＤ２２による第２の照明光Ｌ２の１回目の照明期間Ｌ２－１が終了して、Ｌ
ＥＤ２１による第１の照明光Ｌ１の２回目の照明期間Ｌ１－２が開始する期間において、
色分離回路４２は、Ｇチャンネルの画像信号としてＩＧ２（Ｌ２－１）、Ｒチャンネルの
画像信号としてＩＲ２（Ｌ２－１）、Ｂチャンネルの画像信号としてＩＢ２（Ｌ３－２）
をそれぞれ後段側に出力する。 
　なお、本実施形態においては、図１１の主要な分光特性を考慮して、第１の照明光Ｌ１
の照明光の下で被検体２からの戻り光を受光した場合、Ｇチャンネルの画像信号とＲチャ
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ンネルの画像信号とを、以下に説明する加算回路４３により加算して、Ｇチャンネルの画
像信号を生成する。 
　Ａ／Ｄ変換回路３３ａ，３３ｂ，３３ｃにより変換されたデジタルの画像信号は、メモ
リ回路３７の第１メモリ３７ａ、第２メモリ３７ｂ、第３メモリ３７ｃにそれぞれ格納さ
れる。
【００４９】
　メモリ回路３７の第１メモリ３７ａ、第２メモリ３７ｂ、第３メモリ３７ｃにより同時
化された画像信号は、加算回路４３を経てカラーバランス回路３８のゲイン可変アンプ３
８ａ，３８ｂ，３８ｃに入力されると共に、制御回路３６にも入力される。 
　例えば、上記照明期間Ｌ２－１が開始する期間において色分離回路４２から出力される
Ｇチャンネルの画像信号ＩＧ１（Ｌ１－１）、Ｒチャンネルの画像信号ＩＲ１（Ｌ１－１
）、Ｂチャンネルの画像信号ＩＢ１（Ｌ３－１）は、図１２において、第１メモリ入力、
第２メモリ入力、第３メモリ入力により示すようにそれぞれ第１メモリ３７ａ、第２メモ
リ３７ｂ、第３メモリ３７ｃに格納される。 
　また、上記照明期間Ｌ２－１の次の照明期間Ｌ１－２が開始する期間において色分離回
路４２から出力されるＧチャンネルの画像信号ＩＧ２（Ｌ２－１）、Ｒチャンネルの画像
信号ＩＲ２（Ｌ２－１）、Ｂチャンネルの画像信号ＩＢ１（Ｌ３－２）は、図１２におい
て、第１メモリ入力、第２メモリ入力、第３メモリ入力により示すようにそれぞれ第１メ
モリ３７ａ、第２メモリ３７ｂ、第３メモリ３７ｃに格納される。
【００５０】
　第１メモリ３７ａ、第２メモリ３７ｂ、第３メモリ３７ｃは、照明期間Ｌ１－１と照明
期間Ｌ２－１とにおいて格納した画像信号を同時化して出力する。この場合、第１の照明
光Ｌ１の場合において取得した画像信号ＩＧ１（Ｌ１－１）とＩＲ１（Ｌ１－１）は、第
２の照明光Ｌ２の場合における画像信号ＩＧ２（Ｌ２－１）とＩＲ２（Ｌ２－１）に比較
して信号レベルが大きいので、図１２に示すように加算回路は、両画像信号ＩＧ１（Ｌ１
－１）とＩＲ１（Ｌ１－１）を加算して出力する（図１２ではＩＧ１＋ＩＲ１と略記）。
なお、第２の照明光Ｌ２の場合における画像信号は、ＩＲ２（Ｌ２－１）のみと近似して
いる。 
　照明期間Ｌ１－２が終了した時間ｔ４以降の動作は、照明期間Ｌ１－１が終了した時間
ｔ２～ｔ４を周期Ｔとした動作の繰り返しとなる。 
　カラーバランス回路３８のゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂ，３８ｃのゲインは、第１
の実施形態において説明したように標準白色板を用いて調整される。本実施形態において
は、Ｇチャンネルの画像信号として、加算した画像信号を採用するため、制御回路３６は
、Ｇチャンネルの加算した画像信号を参照して、３つのゲイン可変アンプ３８ａ，３８ｂ
，３８ｃのゲインを調整する。
【００５１】
　カラーバランス回路３８から出力される３つの画像信号は、Ｄ／Ａ変換部３９の３つの
Ｄ／Ａ変換回路３９ａ，３９ｂ，３９ｃを経て、カラーモニタ６のＧ，Ｒ，Ｂのチャンネ
ルに入力される。そして、カラーモニタ６の表示面に、ＣＣＤ１４Ａ′により撮像された
被検体２の生体組織の表層付近の血管の走行状態の観察画像が内視鏡画像として表示され
る。 
　その他の構成は、上述した第１の実施形態とほぼ同様である。 
　本実施形態における内視鏡検査を行う前の調整処理は、図８に示した処理と殆ど同じで
ある。 
　但し、本実施形態における（１）式の第１の分光積Ａ１
　Ａ１＝∫Ｓａ（λ）Ｅａ（λ）Ｔｌｓ（λ）Ｔｅｎ（λ）ｄλ　　（１）
　における分光感度Ｓａ（λ）は、分光感度Ｓａ′（λ）に置換され、これは
　Ｓａ′（λ）≒Ｇ（λ）＋Ｒ（λ）
　により近似される。また、調整処理が終了後の内視鏡検査を行う場合の動作のタイミン
グ図は図１２に示すようになる。
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【００５２】
　　本実施形態は、第１の実施形態と同様の効果を有する。また、本実施形態によれば、
第１の照明光Ｌ１のもとで撮像を行う場合には、カラーフィルタ４１ＡにおけるＲフィル
タ４１ｒ、Ｇフィルタ４１ｇ、Ｂフィルタ４１ｂの分光透過率の特性を考慮して、加算信
号を用いて観察画像を生成する処理を行うようにしているので、ＳＮＲの良い画質の観察
画像を生成できる。 
　上述した実施形態においては、実際に使用する内視鏡装置１等の場合において、実際に
使用する光源装置が発生する複数の波長帯域の照明光の場合において、実際に使用する内
視鏡の撮像素子等の特性を考慮して、（３）式、（４）式、及び（５）式を満たすように
主に、光源装置におけるＬＥＤの特性を調整した。 
　これに対して、以下に説明するように各種の内視鏡、各種の光源装置における光学的情
報をデータベースに登録しておき、内視鏡検査を行う病院の術者は、その病院が有する複
数の内視鏡、複数の光源装置から内視鏡検査を行う場合の条件に適する組み合わせの内視
鏡及び光源装置を決定するようにしても良い。
【００５３】
　図１３は、所定の内視鏡検査を行うのに適した内視鏡及び光源装置を決定する処理を示
す。 
　例えば、メーカのデータベース作成者は、最初のステップＳ２１において、このメーカ
が製造した各種の内視鏡、各種の光源装置の光学的特性を、データベース装置を構成する
ハードディスク装置等に記録し、光学的特性のデータベースを作成する。このデータベー
ス装置のデータベースは、通信線や、インターネット等により、参照できるようにする。
 
　次のステップＳ２２において病院において所定の内視鏡検査を行おうとする術者は、デ
ータベース装置から所定の内視鏡検査に適した情報を取得するために、データベース装置
に対して、所定の内視鏡検査において使用する第１の照明光Ｌ１の波長帯域Ｗ１と、第２
の照明光Ｌ２の第２の波長帯域Ｗ２、第３の照明光Ｌ３の第３の波長帯域Ｗ３の設定（入
力）を、端末装置のキーボードなどから行う。なお、端末装置として、光源装置に設けら
れた操作パネルやビデオプロセッサに設けられた操作パネルを利用しても良い。
【００５４】
　次のステップＳ２３においてデータベース装置は、ステップＳ２２の照明光の条件に該
当する光源装置を抽出して、端末装置等の表示装置に表示する。なお、表示装置としてカ
ラーモニタ６を利用しても良い。術者は、表示装置に表示された光源装置のリストから病
院が有する光源装置を抽出し、使用可能な光源装置の候補とする設定を行う。なお、使用
可能な光源装置が１つの場合には、使用可能な光源装置が決定される。 
　また、次のステップＳ２４においてデータベース装置は、ステップＳ２２の照明光の条
件に該当する内視鏡を抽出して、端末装置等の表示装置に表示する。術者は、表示装置に
表示された内視鏡のリストから病院が有する内視鏡を抽出し、使用可能な内視鏡の候補と
する設定を行う。なお、使用可能な内視鏡が１つの場合には、使用可能な内視鏡が決定さ
れる。 
　次のステップＳ２５において術者は、使用可能な光源装置（の候補）と使用可能な内視
鏡（の候補）において、照明光Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３の各波長帯域においての分光積を算出す
るように入力する。そして、表示装置には、算出された分光積が表示される。
【００５５】
　この場合、データベース装置に対して、データベース装置が分光積を算出するように入
力するようにしても良いし、端末装置において、分光積を算出するプログラムを搭載し、
端末装置において、分光積を算出するようにしても良い。 
　次のステップＳ２６において術者は、算出された分光積において、（３）式、（４）式
、及び（５）式を最も適切に満たす組み合わせの光源装置、内視鏡を抽出し、所定の内視
鏡検査を行う内視鏡装置において実際に使用する光源装置、内視鏡とする。そして、図１
３の処理を終了する。なお、２つの波長帯域の光を用いて所定の内視鏡検査を行う場合に
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ば良い。
【００５６】
　図１３のように行うと、使用可能な光源装置、内視鏡から、（３）式、（４）式、及び
（５）式を最も適切に満たす組み合わせの光源装置、内視鏡を選択して内視鏡検査に使用
できるので、より適切に複数の波長帯域の光を用いて生成した観察画像の画質を総合的に
向上することができる。 
　図１３のように行うと、例えば使用可能な内視鏡が複数、存在する場合、それぞれに搭
載された撮像素子の分光感度Ｓ（λ）と、ライトガイド等の分光透過率Ｔ（λ）の情報を
含めて、それぞれ分光積Ａを算出するため、第１の実施形態のように主に光源装置による
分光特性のみから（３）式、（４）式、及び（５）式を満たすように設定する場合よりも
、適切に（３）式、（４）式、及び（５）式を満たすように設定し易い。 
　また、（３）式、（４）式の条件をより厳しくした場合においても、これらの条件を満
たすように設定し易い。例えば（３）式を満たす組み合わせのもの複数存在する場合、（
３）式よりも厳しい条件を満たす組み合わせのものに決定するようにしても良い。
【００５７】
　例えば、０．５＜Ｃ、１．５＞ＤとしてＣ≦Ａ１／Ａ２≦Ｄを満たす複数の内視鏡又は
複数の光源装置が存在する場合、ＤーＣの値が最も小さい組み合わせとなる内視鏡及び光
源装置を採用するように決定しても良い。
【００５８】
　なお、１つの光源装置を使用する場合においてもその光源装置を用いて、所定の内視鏡
検査を行う場合、その光源装置からデータベース装置にアクセスし、所定の内視鏡検査に
使用可能な複数の内視鏡が存在するような場合（例えば図１，図１０の内視鏡３Ｂ）、（
３）式、（４）式、及び（５）式等をより適切に満たす内視鏡を用いて内視鏡検査を行う
ようにしても良い。 
　例えば、図１０において、２点鎖線で示すように光源装置４の制御回路２７は、通信線
５１を介してデータベース装置５２にアクセスすることができるようにしている。そして
、この光源装置４を用いて、複数の波長帯域の光を用いて所定の内視鏡検査を行う場合、
その内視鏡検査を行うのに適した内視鏡を選定して内視鏡装置を決定でき、その内視鏡装
置により得られる観察画像の画質を総合的に向上することができるようになる。 
　なお、上述した実施形態等において、分光積Ａ１，Ａ２等を算出する場合、内視鏡の種
別による個体差が大きいもののみで分光積を算出するようにしても良い。 
　また、上述した実施形態等を部分的に組み合わせる等して構成される実施形態も本発明
に属する。
【００５９】
　本出願は、２０１５年３月１７日に日本国に出願された特願２０１５－０５３６８８号
を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の
範囲、図面に引用されたものとする。
【要約】
内視鏡装置は、ヘモグロビンの吸光特性上で極大値を含む波長から極小値を含む波長間に
狭帯域の分光特性を有する第１の波長帯域の光と、第１の波長帯域の光よりも被検体にお
ける散乱特性及びヘモグロビンの吸収特性が低く、第１の波長帯域の光よりも長波長であ
る第２の波長帯域の光とを発生する光源部と、第１の波長帯域の光に対応する被検体の撮
像信号である第１の撮像信号と、第２の波長帯域の光に対応する被検体の撮像信号である
第２の撮像信号とを生成する撮像部と、撮像部において生成された第１、第２の撮像信号
から被検体の観察画像を生成する画像生成部と、第１の波長帯域における光源部から撮像
部に至る第１の分光積が、第２の波長帯域における光源部から撮像部に至る第２の分光積
の５０％～１５０％以内となるように光源部から撮像部にいたる第１の波長帯域の光及び
第２の波長帯域の光のうち少なくとも一方の分光積の値を制御する制御部とを有する。
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带。
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